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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信タイミングｔであるときに、放送信号とパイロット信号とを含む受信信号をデコー
ドし、放送情報とパイロット情報とを抽出するステップと、
　前記抽出した放送情報の受信品質を測定するステップと、
　前記測定した結果を複数のしきい値と比較するステップと、
　前記比較した結果から、前記パイロット信号を除去するか否かを決定するステップと、
　前記抽出したパイロット情報に、パイロットチャネルに割り当てられた直交符号を混合
し、前記混合の結果に前記パイロットチャネルのチャネル情報をさらに混合して、パイロ
ット信号を再生成するステップと、
　前記再生成したパイロット信号を用いて、受信タイミングが（ｔ＋１）であるときの受
信信号に含まれるパイロット信号を除去するステップと、
　を含んで構成されたことを特徴とする干渉除去方法。
【請求項２】
　前記しきい値が、ヒステリシスループの動作特性を有する上位しきい値と下位しきい値
とを含んで構成され、前記上位しきい値が、前記下位しきい値よりも高いことを特徴とす
る請求項１に記載の干渉除去方法。
【請求項３】
　前記測定した結果が、前記上位しきい値を超えたとき、前記パイロット信号の除去を中
止することを特徴とする請求項２に記載の干渉除去方法。
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【請求項４】
　前記測定した結果が、前記下位しきい値を超えるまで、前記パイロット信号の除去を繰
り返すことを特徴とする請求項２に記載の干渉除去方法。
【請求項５】
　受信タイミングｔであるときに、放送信号とパイロット信号とを含む受信信号に対して
デコードを行い、放送情報とパイロット情報とを抽出するデコード部と、
　前記抽出したパイロット情報に、パイロットチャネルに割り当てられた直交符号を混合
し、前記混合の結果に前記パイロットチャネルのチャネル情報をさらに混合して、パイロ
ット信号を再生成する再生成部と、
　前記再生成したパイロット信号を用いて、受信タイミングが（ｔ＋１）であるときの受
信信号に含まれるパイロット信号を除去する除去部と、を含んで構成され、
　前記受信タイミングが（ｔ＋１）であるときの前記抽出した放送情報の受信品質を測定
し、前記測定の結果に基づいて、前記再生成部の駆動を制御することを特徴とする通信端
末。
【請求項６】
　前記除去部が、前記受信タイミングが（ｔ＋１）であるときの受信信号から前記再生成
したパイロット信号を差し引くことを特徴とする請求項５に記載の通信端末。
【請求項７】
　前記受信品質の測定の結果に基づいて、前記除去部の駆動を制御することを特徴とする
請求項５に記載の通信端末。
【請求項８】
　前記再生成部を駆動するか否かを決定するために、前記受信品質の測定の結果と比較さ
れる複数のしきい値を用いることを特徴とする請求項５に記載の通信端末。
【請求項９】
　前記しきい値は、ヒステリシスループの動作特性を有する上位しきい値と下位しきい値
とを含んで構成され、前記上位しきい値が、前記下位しきい値よりも高いことを特徴とす
る請求項８に記載の通信端末。
【請求項１０】
　前記再生成部が駆動中であるとき、前記測定した結果が前記上位しきい値よりも大きい
と、前記再生成部の駆動を中止することを特徴とする請求項９に記載の通信端末。
【請求項１１】
　前記再生成部が駆動中であるとき、前記測定した結果が前記下位しきい値よりも大きい
と、前記再生成部の駆動を維持することを特徴とする請求項９に記載の通信端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチメディア放送に関し、特に、マルチメディア放送のための干渉除去方
法、及び、その干渉除去方法を用いた通信端末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、符号分割多重（以下、「ＣＤＭ」という）方式による受信信号は、多重経路チ
ャネルを介して受信機に到達する。
【０００３】
　多重経路チャネルを介して信号を受信する場合は、チャネル間の電力差などのいくつか
の要因により、チャネル間干渉（または信号間干渉）が発生する。
【０００４】
　これに対して、単一経路チャネルを介して信号を受信する場合であれば、チャネル相互
間の影響がないため、チャネル間干渉（または信号間干渉）は発生しない。
【０００５】
　多重経路チャネルでの干渉を除去させるために、従来、いくつかの干渉除去技術が提案
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されている。
【０００６】
　一方、最近、マルチメディア放送の導入が次第に具体化している。
【０００７】
　マルチメディア放送は、高音質と高画質の音声・画像サービス及びデータサービスが可
能であり、固定受信及び移動受信の優れた品質を提供するデジタル方式のマルチメディア
放送として、その概念をまとめることができる。特に、韓国では、デジタルマルチメディ
ア放送（以下、「ＤＭＢ」という）と定義され、このＤＭＢによる伝送手段が、地上波で
あるか或いは衛星であるかにより、地上波ＤＭＢと衛星ＤＭＢとに分けられる。
【０００８】
　この場合に、放送信号の伝送方式としてＣＤＭ方式を用いると、放送信号が多重経路チ
ャネルを介して放送用端末に到達する。送信側では、各チャネルを、そのチャネルに割り
当てられた直交符号で符号化した後、多重化して伝送する。ここで用いられる直交符号の
一例としては、ウォルシュコードがある。
【０００９】
　なお、上記では、符号化、多重化、及び伝送の対象をチャネルとして説明したが、その
対象は、実質的に放送信号であることが自明である。ところが、チャネルを符号化し、ま
たはチャネルを多重化し、またはチャネルを伝送するというような表現は、一般に知られ
たものであるので、以下では、符号化、多重化、及び伝送の対象としてのチャネルと信号
が同一の概念であることを明らかにしておく。
【００１０】
　放送信号の伝送構造において、ＣＤＭ方式を用い、直交符号としてウォルシュコードを
用いる場合を考えると、多数のウォルシュコードの中、０番目のウォルシュコードを用い
て符号化したチャネル（信号）は、パイロット信号が伝送されるパイロットチャネルであ
る。また、残りのウォルシュコードを用いて符号化したチャネルは、ＤＭＢ放送信号が伝
送されるＣＤＭチャネルである。
【００１１】
　パイロットチャネルを介して伝送されるパイロット信号は、チャネル利得や位相等のチ
ャネル情報を含み、デコードの際に必要なインターリービング方式や高速エラー訂正等の
情報を含む。このように、パイロットチャネルは、他のＣＤＭチャネルに比べて重要な情
報を伝送するので、ＤＭＢ放送信号が伝送されるＣＤＭチャネルに比べて、より高い電力
を必要とする。例えば、パイロットチャネルの伝送電力は、ＣＤＭチャネルよりも３ｄＢ
高い伝送電力を用いる。
【００１２】
　このように、パイロットチャネルには、ＣＤＭチャネルに比べて高い伝送電力を用いる
ので、そのパイロットチャネルにおけるチャネル情報等のデコードに必要な情報をより正
確に推定することができる。　
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、ＣＤＭチャネルに比べてより高い伝送電力をパイロットチャネルに用い
るため、そのパイロットチャネルが、他のＣＤＭチャネルに干渉するようになる。
【００１４】
　つまり、パイロットチャネルの伝送電力を増加させると、チャネル情報のデコードに必
要な情報をより正確に推定することができるが、そのパイロットチャネルの高い伝送電力
により、ＣＤＭチャネルから受信する放送信号の受信品質が低下するという問題があった
。
【００１５】
　本発明は上記の問題点を解決するためのもので、その目的は、放送受信品質を向上させ
るために、パイロットチャネルによる干渉を除去することができる干渉除去方法と、その
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干渉除去方法を用いた通信端末を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的を達成するために、本発明に係る干渉除去方法は、受信タイミングｔであると
きに、放送信号とパイロット信号とを含む受信信号をデコードし、放送情報とパイロット
情報とを抽出するステップと、前記抽出した放送情報の受信品質を測定するステップと、
前記測定した結果を複数のしきい値と比較するステップと、前記比較した結果から、前記
パイロット信号を除去するか否かを決定するステップと、前記抽出したパイロット情報に
、パイロットチャネルに割り当てられた直交符号を混合し、前記混合の結果に前記パイロ
ットチャネルのチャネル情報をさらに混合して、パイロット信号を再生成するステップと
、前記再生成したパイロット信号を用いて、受信タイミングが（ｔ＋１）であるときの受
信信号に含まれるパイロット信号を除去するステップと、を含んで構成されることを特徴
とする。
【００１７】
　ここで、前記しきい値は、ヒステリシスループの動作特性を有する上位しきい値と下位
しきい値とを含んで構成され、前記上位しきい値が、前記下位しきい値よりも高いことを
特徴とする。
【００１８】
　前記測定した結果が、前記上位しきい値を超えたとき、前記パイロット信号の除去を中
止し、前記測定した結果が、前記下位しきい値を超えるまで、前記パイロット信号の除去
を繰り返す。前記パイロット信号の再生成の際に、パイロットチャネルのチャネル情報を
参照することが好ましい。
【００１９】
　また、本発明に係る通信端末は、受信タイミングｔであるときに、放送信号とパイロッ
ト信号とを含む受信信号に対してデコードを行い、放送情報とパイロット情報とを抽出す
るデコード部と、前記抽出した前記パイロット情報に、パイロットチャネルに割り当てら
れた直交符号を混合し、前記混合の結果に前記パイロットチャネルのチャネル情報をさら
に混合して、パイロット信号を再生成する再生成部と、前記再生成したパイロット情報を
用いて、受信タイミングが（ｔ＋１）であるときの受信信号に含まれるパイロット信号を
除去する除去部と、を含んで構成され、前記受信タイミングが（ｔ＋１）であるときの前
記抽出した放送情報の受信品質を測定し、前記測定の結果に基づいて、前記再生成部の駆
動を制御することを特徴とする。
【００２２】
　前記除去部が、前記受信タイミングが（ｔ＋１）であるときの受信信号から前記再生成
したパイロット信号を差し引くことが好ましい。
【００２３】
　前記受信品質の測定の結果に基づいて、前記除去部の駆動を制御するとよい。
【００２４】
　前記再生成部を駆動するか否かを決定するために、前記受信品質の測定の結果と比較さ
れる複数のしきい値を用いるとよい。前記しきい値は、ヒステリシスループの動作特性を
有する上位しきい値と下位しきい値とを含んで構成され、前記上位しきい値が、前記下位
しきい値よりも高いことを特徴とする。前記再生成部が駆動中であるとき、前記測定した
結果が前記上位しきい値よりも大きいと、前記再生成部の駆動を中止し、前記測定した結
果が前記下位しきい値よりも大きいと、前記再生成部の駆動を維持する。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、他のＣＤＭチャネルに比べて重要な情報を伝送するパイロットチャネ
ルの伝送電力をより高く用いることができる。例えば、従来のＣＤＭチャネルに比べて３
ｄＢ高く用いたパイロットチャネルの伝送電力を、相対的にさらに高く用いてもよい。こ
れにより、パイロット信号に含まれるチャネル情報のデコードに求められる情報がより正
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確に推定され得る。
【００２６】
　また、放送信号に干渉として作用したパイロット信号を除去し、放送の受信品質を向上
させることができる。これは、本発明により、パイロット信号の干渉が除去され、放送信
号のエラー発生率が少なくなるからである。
【００２７】
　さらに、上述した本発明は、ＤＭＢに適用させることにより、ＤＭＢのための放送信号
から、干渉を発生していたパイロット信号を効果的に除去することができる。したがって
、本発明は、ＤＭＢの受信品質を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下、本発明の一実施形態に係る干渉除去方法及びその干渉除去方法を用いた通信端末
について、添付の図面に基づいて詳細に説明する。本発明の他の目的、特徴及び利点は、
添付図面を参照して以下に説明する一実施形態の詳細な説明から明らかになる。また、添
付図面を参照して、本発明に係る一実施形態の構成及び作用を説明するが、図示され、ま
た、これにより説明される本発明の構成と作用は、少なくとも一つの実施形態として説明
するものであり、これにより、上述した本発明の技術的思想、その核心構成及び作用が制
限されるものではない。
【００２９】
　図１は、本発明の一実施形態に係るパイロット信号の干渉を除去する受信機の構成を示
すブロック図である。この構成は、放送信号の受信はもとより、その放送信号のデコード
及び再生が可能な通信端末に用いられる受信機である。
【００３０】
　図１を参照すると、本発明の一実施形態に係る受信機は、多数の受信経路を有する。ま
た、その多重経路を通った受信信号に対して、多重経路処理を行う構成要素を含む。受信
信号は、パイロット信号と放送信号とを含む。
【００３１】
　多重経路処理のための構成要素は、多重経路で受信することにより遅延を生じた各経路
別の受信信号に対して、ディレイタイミングを合わせるための遅延器１０～１２と、該遅
延器１０～１２の出力に経路利得（信号振幅と位相）を混合する第１混合器２０～第３混
合器２２と、該第１混合器２０～第３混合器２２の出力を合算する第１加算器２３と、を
含んで構成される。より正確な理解のためには、図１を参照すればよい。
【００３２】
　また、受信機は、多重経路処理の結果である第１加算器２３の出力を一時的に格納する
バッファ３０と、受信信号（パイロット信号と放送信号）に対する推定及び判定や決定等
のデコード処理を行う構成要素と、パイロット信号を除去する構成要素と、をさらに含ん
で構成されている。
【００３３】
　デコード処理を行う構成要素（デコード部）は、自己に割り当てられた直交符号を、入
力される受信信号に混合する第４混合器５０～第６混合器５２と、該第４混合器５０～第
６混合器５２の出力に対して、整合フィルタリングを行う第１整合フィルタ６０～第３整
合フィルタ６２と、該第１整合フィルタ６０～第３整合フィルタ６２の出力に対して、判
定の動作を行う第１決定ブロック７０～第３決定ブロック７２と、を含んで構成される。
【００３４】
　また、パイロット信号の除去のための構成要素（再生成部及び除去部）は、第１決定ブ
ロック７０～第３決定ブロック７２のいずれか一つの出力（パイロット情報）から、パイ
ロット信号を再生成するパイロット再生成器８０と、放送信号の受信品質に応じて、パイ
ロット再生成器８０の動作を制御する制御器（図示せず）と、パイロット再生成器８０の
出力を、バッファ３０の出力から減算する第２加算器４０と、を含んで構成される。
【００３５】
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　パイロット再生成器８０は、図２に示すような構成を有する。図２は、図１の受信機に
おけるパイロット再生成器８０の詳細構造を示す図である。図２を参照すると、本発明の
一実施形態に係るパイロット再生成器８０は、図１に示した第１決定ブロック７０～第３
決定ブロック７２のいずれか一つの出力（すなわち、パイロット信号をデコードした結果
）に、パイロットチャネルに割り当てられた直交符号を混合する第７混合器８１と、該第
７混合器８１の出力が各経路別に分離された後、その各経路別のパイロット信号に対して
ディレイタイミングを合わせるための遅延器８２～８４と、該遅延器８２～８４の出力に
経路利得（信号振幅と位相）を混合する第８混合器８５～第１０混合器８７と、該第８混
合器８５～第１０混合器８７の出力を合算する第３加算器８８と、を含んで構成される。
【００３６】
　以下、上述した構成による受信機の動作について詳述する。
【００３７】
　受信機に入力される受信信号ｒ（ｔ）は、パイロット信号と放送信号を含む。受信信号
ｒ（ｔ）は、多重経路を介して受信され、互いに異なる遅延時間を有する。従って、受信
信号は、遅延時間に応じて分離される。受信信号ｒ（ｔ）は、タイミング（時間）ｔのと
きに受信した信号である。
【００３８】
　遅延器１０～１２は、多重化により時間差が生じたＬ個の多重経路の受信信号に対して
、ディレイタイミングを合わせる。すなわち、タイミング同期を行う。
【００３９】
　第１混合器２０～第３混合器２２は、遅延器１０～１２の出力に経路利得（信号振幅と
位相）を混合する。
【００４０】
　第１加算器２３は、第１混合器２０～第３混合器２２の出力を合算する。これにより、
多重経路処理の結果である第１加算器２３の出力は、バッファ３０に一時的に格納される
。
【００４１】
　バッファ３０の出力は、多数のデコード経路に伝達される。
【００４２】
　この際、デコード経路には、それぞれ割り当てられた直行符号が用いられる。各デコー
ド経路では、割り当てられた直交符号を用いて受信信号を逆拡散し、その逆拡散の結果か
ら有効な情報（パイロット情報または放送情報）を検出する。いま、デコード経路のうち
、０番目の直行符号Ｃ１（ｔ）を用いるデコード経路が、パイロット信号をデコードする
経路であると仮定する。また、残りのＣ２（ｔ）～ ＣＬ（ｔ）までの直交符号を用いる
デコード経路を、放送信号をデコードする経路であると仮定する。ここで、Ｌは、受信し
たチャネルの個数である。
【００４３】
　各デコード経路に設けられた第４混合器５０～第６混合器５２は、バッファ３０の出力
に対して、自己に割り当てられた直交符号を混合する。このようにして、自己のデコード
経路に合う信号を出力する。
【００４４】
　第４混合器５０～第６混合器５２により、受信信号が、パイロット情報と放送情報とに
分けられて抽出される。
【００４５】
　第４混合器５０～第６混合器５２の出力は、第１整合フィルタ６０～第３整合フィルタ
６２により整合フィルタリングされる。
【００４６】
　各デコード経路において、混合器と整合フィルタとは、受信情報（パイロット情報また
は放送情報）に対して相関処理を行い、その受信情報に対する推定を行う要素である。
【００４７】
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　第１決定ブロック７０～第３決定ブロック７２は、第１整合フィルタ～第３整合フィル
タ６２の出力に対して、厳格な決定を行う。
【００４８】
　このようにして、第１決定ブロック７０～第３決定ブロック７２において、ｄ１、ｄ２

、…ｄＬのデコード結果が出力される。
【００４９】
　第１決定ブロック７０の出力ｄ１は、パイロット情報に対するデコード結果である。
【００５０】
　なお、本発明の一実施形態に係る受信機に設けられた制御器（図示せず）は、第１決定
ブロック７０を除いた残り、すなわち、第２決定ブロック７１～第３決定ブロック７２の
出力ｄ２…ｄＬを用いて、放送情報に対する受信品質を判断する。受信品質の判断には、
受信した放送信号に対するビットエラー率（ＢＥＲ）を用いる。すなわち、第２決定ブロ
ック７１～第３決定ブロック７２の出力ｄ２…ｄＬに対するビットエラー率を、予め定め
られたしきい値と比較する。また、制御器（図示せず）は、比較の結果を参照して、パイ
ロット再生成器８０を駆動させるか否かを決定する。より具体的には、制御器は、抽出さ
れた放送情報が高受信品質であれば、駆動中止のための制御信号Ｃをパイロット再生成器
８０に提供する。一方、抽出された放送情報が低受信品質であれば、パイロット再生成器
８０を駆動させるための制御信号Ｃを提供する。
【００５１】
　他の例として、本発明の一実施形態では、デコードされた放送情報の受信品質に関わら
ず、常時、パイロット再生成器８０を駆動させるようにしてもよい。
【００５２】
　パイロット再生成器８０が駆動されると、そのパイロット再生成器８０は、第１決定ブ
ロック７０の出力、すなわち、タイミングｔであるときに受信したパイロット信号のデコ
ード結果であるパイロット情報を用いる。また、パイロット再生成器８０は、パイロット
チャネルの利得などのチャネル情報をさらに用いる。
【００５３】
　パイロット再生成器８０の動作についてより詳述すると、第１決定ブロック７０の出力
ｄｐｉｌｏｔは、パイロット再生成器８０に入力される。パイロット再生成器８０に設け
られた第７混合器８１は、入力されたｄｐｉｌｏｔにパイロットチャネルに割り当てられ
た直交符号Ｃ１（ｔ）を混合する。第７混合器８１の出力は、各経路別に分離される。遅
延器８２～８４は、分離された各経路別のパイロット情報に対して、ディレイタイミング
を合わせる。次いで、第８混合器８５～第１０混合器８７は、遅延器８２～８４の出力に
パイロットチャネルの利得（信号振幅と位相）を混合する。すると、第３加算器８８は、
第８混合器８５～第１０混合器８７の出力を合算し、第２加算器４０に出力する。
【００５４】
　最終的に、本発明の一実施形態では、受信信号に対するデコード結果のうち、パイロッ
ト信号に対するデコード結果であるパイロット情報を抽出し、パイロット信号の再生成に
用いる。すなわち、パイロット再生成器８０は、第１決定ブロック７０の出力ｄｐｉｌｏ

ｔと、パイロットチャネルに割り当てられた直交符号と、パイロットチャネルのチャネル
情報とを用いてパイロット信号を再生成する。
【００５５】
　すると、第２加算器４０は、現在、バッファ３０から出力されるタイミング（ｔ＋１）
の受信信号から第３加算器８８の出力を差し引く。すると、タイミング（ｔ＋１）の受信
信号からパイロット信号が除去される。この場合、直交符号は、ウォルシュコードである
ことが好ましい。
【００５６】
　併せて、制御器（図示せず）が、パイロット信号を除去するか否かを決定するために、
放送情報に対する受信品質を判断するときは、ヒステリシスループ（hysteresis loop）
の動作特性を有する多数のしきい値を用いる。これは、パイロット信号を除去するのに動
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作する構成要素（パイロット再生成器と第２加算器）の頻繁なオン・オフを防止するため
のものである。
【００５７】
　例えば、制御器は、上位しきい値と下位しきい値（下位しきい値＜上位しきい値：上位
しきい値が、下位しきい値よりも高い）を用いる。
【００５８】
　これにより、放送情報の受信品質が下位しきい値以下であると、制御器（図示せず）は
、パイロット信号を除去するための制御信号Ｃを出力する。すると、制御信号により、パ
イロット再生成器８０が始動する。結果として、パイロット再生成器８０は、タイミング
ｔであるときのパイロット情報と、パイロットチャネルのチャネル情報とを用いて、一つ
のパイロット信号を再生成する。また、タイミング（ｔ＋１）であるときの受信信号にお
いて、再生成されたパイロット信号を差し引く。このようなパイロット信号の除去動作を
、放送情報の受信品質が上位しきい値を超過するまで繰り返す。すなわち、パイロット再
生成器８０の駆動は、放送情報の受信品質が上位しきい値を超過するまで維持される。ま
た、パイロット信号の除去動作が行われる間は、放送信号に対するデコード動作のみが行
われる。
【００５９】
　以降、放送情報の受信品質が上位しきい値を超過すると、制御器（図示せず）は、パイ
ロット信号の除去を中止させるための制御信号Ｃを出力する。すると、その制御信号によ
り、パイロット再生成器８０の駆動が中止する。結果として、全てのデコード経路におい
て、それぞれ割り当てられた直行符号を用いて、受信信号（パイロット信号と放送信号）
を逆拡散し、その逆拡散の結果から有効な情報を検出する。このような受信信号に対する
デコード動作は、放送情報の受信品質が下位しきい値を超えるまで維持される。
【００６０】
　図３は、本発明の一実施形態に係るパイロット信号の干渉除去方法を示すフローチャー
トである。
【００６１】
　図３を参照すると、先ず、本発明の一実施形態に係る受信機は、多重経路を通った受信
信号を受信し、これに対するデコードを行う（Ｓ１０）。より詳しくは、受信信号は、パ
イロット信号と放送信号とを含むものであり、本発明の一実施形態に係るパイロット信号
の干渉除去のために、パイロット信号に対するデコードを行って、パイロット情報を抽出
し、また、パイロット信号に比べて相対的に伝送電力の小さい放送信号に対するデコード
を行って、放送情報を抽出する。この際、放送情報に基づいて受信品質を測定し、その測
定の結果を参照して、後述するパイロット信号を除去するか否かを決定する。ここでは、
パイロット信号の除去動作が行われている状態を仮定している。
【００６２】
　これにより、受信機は、パイロット情報（受信タイミング＝ｔ）と、パイロットチャネ
ルのチャネル情報（チャネル利得、振幅及び位相等の情報）とを用いて、一つのパイロッ
ト信号を再生成する（Ｓ１１）。
【００６３】
　以降、多重経路を通った受信タイミング（ｔ＋１）であるときの受信信号から再生成し
たパイロット信号を差し引く。このようにして、現在、（ｔ＋１）であるときの受信信号
からパイロット信号を除去する（Ｓ１２）。
【００６４】
　次いで、受信信号からパイロット信号を除去した結果、すなわち、放送信号に対するデ
コードを行う（Ｓ１３）。また、受信タイミング（ｔ＋１）であるときの放送情報から受
信品質を測定する（Ｓ１４）。
【００６５】
　この際、測定の結果が予め定められたしきい値を超過し、放送情報が高受信品質である
と判断されると、受信機は、パイロット信号に対する除去動作を中止する（Ｓ１６）。こ
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【００６６】
　一方、測定の結果が予め定められたしきい値以下であり、放送情報が低受信品質である
と判断すると、受信機は、パイロット信号を除去するために、一連の過程（Ｓ１０～Ｓ１
４）を繰り返す。
【００６７】
　このように、本発明の一実施形態は、放送信号に比べて伝送電力が大きいパイロット信
号を再生成し、それを除去する構造であり、相対的に小さい伝送電力を用いる放送信号を
検出するとき、パイロット信号による干渉を受けないようにするものである。
【００６８】
　上述した内容に基づいて、当業者であれば、本発明の技術思想を逸脱しない範囲内で、
様々な変更及び修正が可能であることが分かる。したがって、本発明の技術的範囲は、実
施の形態に記載された内容に限定されるものではなく、特許請求の範囲により定められな
ければならない。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の一実施形態に係るパイロット信号の干渉除去のための受信機の構造を示
す図である。
【図２】図１の受信機におけるパイロット再生成器の詳細構造を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態に係るパイロット信号の干渉除去方法を示すフローチャート
である。
【符号の説明】
【００７０】
１０～１２　遅延器
２０～２２　第１混合器～第３混合器
２３　第１加算器
３０　バッファ
４０　第２加算器
５０～５２　第４混合器から第６混合器
６０～６２　第１整合フィルタ～第３整合フィルタ
７０～７２　第１決定ブロック～第３ブロック
８０　パイロット再生成器
８１　第７混合器
８２～８４　遅延器
８５～８７　第８混合器～第１０混合器
８８　第３加算器
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